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	Ⅰ 普及啓発事業（公益目的事業１）の推進
	犯罪や災害の発生は年々増加傾向にあり、多種多様化している。関係機関等との
	連絡を密にし、広く一般に被害防止を呼びかけるとともに、地域の防犯活動に尽力
	する非営利団体等を支援し、活動に協力するなど犯罪等に強い社会の構築を推進
	していく。
	１　広報啓蒙事業
	調査研究活動により入手した犯罪及び災害発生状況等を踏まえた防犯・災害対
	策等について、あらゆる業務活動を通じて広報啓発活動を実施し、その浸透を図
	る。
	(1)  リーフレット等の作製、配布
	犯罪発生状況に応じた「万引き」「ひったくり」「振り込め詐欺」等の
	被害防止を啓発するリーフレット等を作製し、被害防止グッズ（啓発シール、
	自転車かごネット等）などとともに各地区の防犯活動等において配布する。
	ア　全国交通安全運動、全国地域安全運動などの諸行事において、関係官庁、
	各ボランティア団体、地域住民と共にキャンペーン活動を推進する。
	イ  各地区の犯罪発生状況等を踏まえた防犯パトロール等の活動を推進し
	地域の自主防犯活動に貢献していく。
	(2)　東警協ウェブサイト
	(3)　機関誌「とうけいきょう」の発行
	機関誌「とうけいきょう」の内容を更に充実させ、犯罪防止や災害防止の
	ための特集を組むなど一般都民に役立つ情報を掲載し、都民の自主防犯、
	自主防災の啓発普及に努めていく。
	２　犯罪抑止活動事業
	(1)  公益目的活動補助
	地域の犯罪抑止活動に貢献している非営利団体に青色灯付防犯パトロール
	車(通称：青パト）を寄贈する。青パトの寄贈は平成19年度から継続して実施
	しているが、各地域において効果を挙げているため、平成22年度も犯罪の発生
	状況、地域の需要等を勘案し、12団体(12台)への寄贈を計画している。
	(2)  関係機関等への協力
	関係機関及びボランティア団体等の行う防犯、防災運動等に積極的に参加
	協力を呼びかけ、地域で行う防犯パトロール等に警備員を同行させるなど、
	犯罪抑止効果を高めていく。
	Ⅱ 育成事業（公益目的事業２）の推進
	犯罪対策閣僚会議が策定した「犯罪に強い社会の実現のための行動計画」におい
	て「警備員の検定・教育制度の活性化等により、警備業務の種別に応じた専門的な
	知識及び能力の向上を図り、また緊急地域雇用創出特別交付金の活用等により、警
	備業者等による防犯パトロール事業を推進する」とされていることからも、警備業
	の活用は政府の犯罪抑止対策の一環として位置づけられ、テロ防止対策のため重要
	施設等の警備にも警備業が活用されるようになることから、優秀な警備員の育成は
	また、犯罪等に強い社会の構築のために必要とされる知識と能力は何であるのか
	という調査研究から、警備業務種別ごとのカリキュラムを策定し、研修会、教育訓
	練等を実施するとともに、警備業法で定められている各種資格取得講習及び教育を
	実施し、質の高い警備員を育成する。またこれら警備員の資格取得、教育、専門知
	識に関する書籍等を低価格で販売する。
	１　教育研修会事業
	警備員の知識及び能力の向上を図るため、対象者を警備業務別、担当者別等に
	分類し、次のような研修会の開催を予定している。
	教育幹部合宿研修会
	警備会社の教育指導担当者を対象に、各会社で検定取得等を目指す警備員の
	教育指導に生かしてもらうことを目的に、「研修センターふじの」を利用した
	２泊３日の合宿研修会（実技訓練と講義）を予定　　　　　　　　（定員８０名　１回）
	教育幹部研修会
	警備会社の教育指導担当者を対象に、各会社で検定取得等を目指す警備員の
	教育指導に生かしてもらうことを目的に、連続２日間の研修会（実技訓練と講義）を
	予定　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（定員８０名　１回）
	(3)  施設警備業務中堅幹部研修会
	施設警備業務を行っている各社の中堅幹部警備員を対象にした研修会（実技訓
	練と講義) を予定                                       （定員８０名　２回）
	(4)  交通警備業務指導者研修会
	交通誘導警備業務を行っている各社の教育指導担当者を対象にした研修会（実
	技訓練と講義）を予定　                           　　　　  （定員８０名　２回）
	(5)  輸送警備業務研修会
	貴重品運搬警備業務を行っている各社の教育指導担当者を対象にした研修会
	（実技訓練と講義）を予定     　　　　                      （定員８０名　１回）
	２　警備員教育事業
	警備業法第21条に基づく警備員教育を次のとおり実施する。
	新たに警備員になろうとする者に対し、警備業法第21条に基づく警備員教育を
	次のとおり実施する。
	新任教育（４日間23時間の警備員新任教育の実施－定員 100名　年12回）
	Ⅲ　調査研究指導事業（公益目的事業３）の推進
	犯罪の発生状況、災害時に予想される被害状況等を想定した対策を研究し、啓発普
	及活動、災害対策支援活動に生かしていく。
	また、警備業の実態把握調査及び各機会を通じて情報収集し、警備業を活用した
	「犯罪等に強い社会」を構築していくために必要とされる警備の技術、能力、知識等を
	研究し、質の高い警備員の育成に役立てていく。
	警備業務の適正な実施については、研修会、日常業務の相談受理等を通じて指導
	助言を行うとともに、警備業法及び関係法令の改正等の周知徹底を図るなど、質の高い
	警備業務が継続して行われるようリーダーシップを発揮していく。
	１　調査研究事業
	Ⅳ　災害対策支援事業（公益目的事業４）の推進
	Ⅴ　表彰等事業
	１　表彰事業
	他の模範となる優良警備員を表彰し、警備員の質の向上を図るとともに、協会の育成
	事業等に長年にわたって貢献した者に対し、感謝状等を贈呈する。
	２　　労務関係事業
	適正な警備業務を推進するため、労務関係の研修会を次のとおり実施する。
	３　　その他会員対象事業
	(1)　業務別意見交換会の開催　　　　　　　　 　　　　　　（会員対象　3回）
	Ⅵ　管理部門
	１　会員への情報提供システムの充実強化
	会員の利便性を図るため、会員管理システム及び会員専用ホームページの充実
	強化を図り、情報提供等がスムーズにできるように努めていく。
	２　新公益法人制度移行準備の推進
	平成20年12月1日施行の新公益法人制度は平成25年11月30日を期限として、
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